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殺鼠剤の薬量と形 J吠

Tatsuo Uj)AllAWA: Stuc1ies on the extermﾎnation of the Fielc1 Mice, H. 
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The quantity of the poison anc1 the shape of the bait usec1 for this purpose. 

字国川龍男発

殺j}l斉Jのっくり方は，今までの虫Í'1;1.についての研究のi位!去を I'î めていて，志剤の陀J!nは }li.~燐

製剤，石iT酸ストリキニーネ， 決限パリウムと移りかわった。11Iに近年になってからはアンツ

ー ， in[枇酸打攻が111いられ，ついで、 111化問酸ソーダが現われた。とれらのうち，林業で、は初め

耐酸ストリキューネ，ついで‘炎限ベリウムがノk< 使われた。とれについではÉ~~líJ:t酸行方し苅燐

製剤が川いられるに王ったが，現([，は 1)11化問酸ソーダの時代i乙移りつつある。

との移りかわりの眠史をみると，い歩、れの宇ぷ剤も，ごく j波長でネズ主をfj(すととができると

とは!切らかで唱も，実際にあたっては充分な効県をゐさめるに主らなかったもののようである。

しかし今までのとの加の実験は側めて主観的な何向がつよし川いる事長も， 1~Liかに il止少致死

74: と，とれによる致死時!IlJの観察などによって決める程度のもので，ネズミの生1'1Il生態及び~jlヨ

態学的な立場から主餌の*"!~;成，日pち ftlf と毒茸との関係については考察していない。従って， !j1, 

来j二った殺鼠剤そのものに不的確な点があったととも否みえないととであろう。その迎rlrのー

っとして p 議官1Ft亡合ませる 5jjl量を決める客観的な基準がなかったととをるげるととができる。

Jくに， Æ主以剤jと云えば，すぐダンゴと云う観念が我々にはあるが，とのグンゴなるものの形

状をネズミが好むものであるか否かについての実験的な百n;![)J もまた必十しも充分とはいえな

い。従って，毒剤lそのものの泊否、を論十、る前に，〉七十との課題を百lE[[)jしなければならない。し

かし，とのj財止をなすものはネズミの 11得(/(y.'!ゴ:で、ある。とれについては多くの実験が行われp そ

の数をあげれば校挙にいとまがない。然るに，とれらの実験方法を詳しく検討してみると p い

す"れも条件が不充分で・ 9 その討山Lには当然生宇ると忠われる欠陥があれとれをネズミの堵好

性の本質と考えて毒餌をつくっても，その効果は期待に反するものとなる。従ってその結果か

ら p 混ぜた毒剤]そのものの効:洪まで論じるならば甚しく不合理なものである。またp ある者は

とれをネズミの1WI性に帰せしめている。

本文に於ても p 当然ネズミのH郁子'1'生について先十論デべきでるるが，都合上とれについては

後日に報背するとととしP ととでは志t4の形状についての実験のが;以と p とれに含ませる薬量
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の決定についての見仰を述べ，とれにもとづく殺L11.剤のっくり方についての筆者の~Jえを報~Il

する。

I 薬量について

殺鼠剤 1111，1に合ませるみi70:の決定は，今まてゴi主/1;致死711: と，とれによる致死時fllJとによって

いて，ネズミの食ド:祉については全く触れていない。然るに，ことに殺以剤の効，I，j~をk有する

大きな 181ずがある。 μJlち p す!j;ft!f 1 1J，'.[1こ合十せる市:fii: を ûとめるには，ゆくともネズミが併をとる

叫に 1 1災みする赴(以ドl史11郎元と 11子ぷ)と， il主大食ドf武とによらなければならない。との景を

う'11るととは方法論的に多くの IW):Hがあって 11::鳴を 1'Jーがたし、が， ~lftn:t次の方法によってその荒

を推定した。

日Jlち p ガラス ~tピリの観察1tíの -p{1jに隠れi:M を与え，他の-1>11; に íìlf-~むを世いて，とれにアカネ

ズミ Aρodemus s. sρeciosus をいAlてその助作をみると p ネズミは光十隠れJ必を IH ると，

Jl1UïぐにíN~:í'iにゆき仰をとりるげて 1 1災み，又li~ili続して 2 ， 31"[ ぐらいとりあげて喰ぺると

隠れ場へJ!f，u'iぐに帰える。ととろが，数分するとまた íìq:~:í'îへ行って仰をとる。との到{午を絃夜

料り返えしている ω とのととは， E在日( '53 a )の*3来した引物の「口組問iIi"JJ白記装世」石~澈lF 

~:r iの iiíúlÍÎ lこ設け辺地ji'j数を!'I記させると .J)iに l りj らかとなる。とれによると，アカネズミは 1

ハタネズミ ô (体重 39.7gr.) がトウモロゴシ 9.8gr. を喰勺たときの記録 (154

往復) 0 1 皮喰量は 0.064gr.となる。 1952 年 11 月 7~8 目。

夜に概ね 10gr. の餌をとるが，とれを 120~250 同にわけでと i人その上2~5 回目に 20~

30 分間ぐらい休息する例休のあるととも白記された。との食下号:を白記された回数で割ると，

1 1交I食量は O.旬、0.08 gr.になる。とのととは， 薬殺の時には更に IJJjらかで、ある。今，前記

の餌箱にトウモロコシ 1 gr.にi_}r~化酷酸ソーグを 1mg. の訓介で合ませた毒餌を入れp とれ

をとらせて致死させ白記された rll1数で、食下量を割り， 1 1交日立tr~ を求めるとさたの通りでるる。
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Table 1. 

樋S:pecie鎖s S性ex 
|休重| 食下量 | 目記回数 lil!.i: 1白11:
|We1ht l Quand匂 eated Recordeゴ Quanity of a 

gnt at a time frequency bite 

アカネズ‘ 、、

古 50 gr 0.3 gr 6 0.05gr Apodemus s. s. 
11 '1 47 0.15 3 0.05 

I1 " 41 0.08 0.08 

11 ♀ |/37.5 0.13 2 0.65 

" " 30.8 0.06 0.06 
ハタネズ 、、

8 32.0 0.15 0.0;; 
Micγotus 制 . n1. 

υ 

I1 I1 29.0 0.14 2 0.07 

とれによると，アカネズミの沿え食下長は 0.3 gI・-を示し，とれを 61 11 jにわけで食下してい

る。しかし，そのタトのものは 0.06 gr.~0.15 gr. で，その:-[土~J1民11食fIt は O.05~0.08 gr.と

なし前記の叫合とほぼ一致している。また，サツマイモ， トウモロコシなどの叫に残された

l食応から推定しても， 1.. \~付しも 1 1I']l't，庄のものであった。ハタネズミ Microtus m. muntebelli 

に於ても全く lii]ーの数仙:で、あったからアカネズミ，ハタネズミの 1 1自立荒は O.旬、0.08gr. で

あん i比大食下世は 0.3 gr.と推定される。

との 11，c)(食 Ff(~:はイi'JIこよってjたまるかと云えば，とりもなゐさす下ネズミの i'jの大きさによる

ものである。 今，アカネズミの成獣(休'T[ 39.5 gr. , :Þ:ID の 11 をとり川し， Ilftl "J iJ ゐら itM (，;~で

山状にしたトウモロコシの粉末を j ì:入して充満させ，とれをとり 11'，して乾燥，主力.t したととら

0.3gr.であった。との例を合む 5ynのものについての結県は 0.25 gr.~0.3 gr.で， 0.3gr . 

.L')，J二のものはなかった。とのととは p 前記の壮大食下主を形態(1'']に事づけるものでるる。 ま

た p 前IÍ己の:1*食日J作の仁I~f己観察に於て， 2 ~5 回辿:続してl食べると 20-30 分lillの休日、をとる

1[，'，1休のあることは，ゐそらく:1i，c)(食下全 p またはf斤要以上の~:止をとったために休止するものと

よ!jえられる。即ち，薬殺，または人為的に突如致死させたものの 17 は， r[ 1等皮にIl以前している

のが fF泊で，制度のものは祈れである。との内容!J7;Jをとり 111 しず2燥すると 0.lgr.~O.15gr.

で， O.2gr.に込ーするものは少い。j;;-そらく自然の状態ではとの担!互に咋食しているもので，

満山まで喰うのは公院の6'~1J足時と ALわれる。ハタネズミでもほぼlii] じ数値を持ているが，との

ネズミの肖は複雑で， Fi の前後iとサック状の膨大部があり， とれに食物を蓄えるととができ

る。との場合p 胃 i乙は 0.3gr. しか入らないが，前後の膨大部は 1 9r.を入れるととがIH来る

大きさである。なZE. との泊化器系統の形態的な特徴と，とのネズミの貧食性とを考え合わせる

と興n;jd采いものがある。また，イヱネズミ Rattus rattus の引は 3gr. ， ドブネズミ Raftus

仰向egicus のものは 5 gr.を入れる大きさがある。

以}二を約言すれば，アカネズミ，ハタネズミの 1 回 i乙食下できる最大量は 0.25gr. ~O.3gr.

であるが， 自然の状態では， 「i は ql等度l乙膨満し， その }lLは 0.1 gr.~0.15 gr. のととが多

い。また 10交喰あたりの長は 0.05 gr. ~O.08 gr. と推定される。
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.:.:j(に， 前に症ぺた三Jr.実にもとづいて， 一布i1山ウ市!U3出J-;可却一i討苛i江íil~ を Jわ村村川lJJ品"目切ltj

てみよう弘。 I即11叩il ち，とれによれば，市併なるものには少くとも此大主ド叩t 0.3 貯.のr!1I亡 J14ゆ致

死-htが合まれていなければその !1 i'1りを j土令するととはできない。今，休，T( 50 貯.のアカネスミを

iJ l\化NPd'皮ソーダで致死させるとすれば.0.1 mg. を必要とする。従って，との IJLJ汁弓i

の I巾|ドqに乙イ合干ま*れLてしい、なけJれLばならない。然るに，多くの叫イ干の食ドfllは O. 1 gr. ~ 0 .1!'� gr. であ

るからとの q ，に O.lmg. を合ませねば充分な効llLは具IJ件で、きないであろう。ù!に ÍI'~(!lí:な効れ

を己主むならば， 1 1岐!災交H喰会九叩赴:t-でで、ある 0.0凹5 宮貯r. ~O.Oω8 立伊r.の lリ巾iい1 に合ませねばならない。 またとのfl引州叫lJlA出I!~~り~~

によると P しばしば経験するような 1 吹11立だけで Ij'rf-_ する{!i，l休にも効県を生やる手[J.弘がある。

:w .xーは以上の王!!Uií命í['Jな根拠と， 薬泣li.式験との車，'f~ll より 1[主少 1 1災H会長に当る 0.05 gr. のトウ

モロコシにリ[\化制限ソーダ、を 0.05mg. の守[Jで合ませた JJJi併をつくし とれによって休中': 30 

gr. ~50 gr.のアカネズミ p ハタネズミを「い'11j'(/!に致死させるととができた。 とのH\UJx;は1:'1\論数

fùよりな f/~ffそがよかいが， f去に並べるように，糾そのものがネズミの11都1・ーに合ったときには， 1 11え

11ftでやめるととが少いととによるものとι!\7hれる。またイエネズミでも，との=!iiflFで予)1:JJ した

よ、'(1-.の fえよ~をゐさめるととができた。との場合i乙は， 11併f のみならす=拾の食下景の大きいとと

にもよるのであろう。

)~fìiTJ ，木ド，一I~.WS; (・52) は 0.4gr.のピスケット状の併に 0.15mg. の r}[\化門店陪ソ{ダ

をJi J いるととをも;J}11日している。とオしをとJ二三己の Jjj:1;.で~1'1;;r:してみるとー O.lgr.の E山こ O.0375mg.

の /!j;jytが合まれているととになる。ヱゾヤチネズミ Clethrionomys rufocanus bedfordiae 

の{本lfCは 30 g1'.~35 gr. であるから 0.06 mg.~0.07 mg. の市長を必する。 従って， -JjJ仰と

しては 0.15 gr. ~O.2 叉r.を食下したn-!IIζ初めて効県が発生する。 とのネズミの食下最もアカ

ネズミ p ハタネズミとほぼl'iJ じであるから，この辺îWのH\;成は致死効*を生やる限界初ijU'.のも

のと Jιゎ*L.る。 さらにゾミ削lÇ;今子はとの十r"\;hX;ーによるな日Î;IFは，出Í'J;:(の U\l控ビをさけるととカ:できて，

盟j引を;jl~食する有益13獣主J応対する危険["!:を防ぐととができると云う。とのととは it!l ずべき

考え方である υ との llÎ~については主任J?の前記の合有荒でも， m.は即死せや 1 ~ 2 ff.'fIl \H去に歩fj

不能となる程度のものであり，野外実験でも撒イlî した地域内に民休を発見するととができなか

ったからとれら有益1る獣に対する心配を挫けうるものと考える。

なま子火l乙 p 今まで、の茨酸パリウム製剤について同様の方式で考察してみると 0.5gr. のダ

ンゴに O.lgr.の炭限パワウムを混ぜている。 との毒剤の致死量は，休重 30gr. のヱゾヤチ

ネズミで 30 mg. ~50 mg. (井 t. '39 , ;任l沢 '41) とされているがp 一般には 45mg. と信じら

れている。従って，志ダンゴ O.2gr. 以上を喰った場合l乙初めて効果を生十、るから，余程の空

腹友1f，'Hlえでないかぎり効果は望めない。そのj二，との毒剤が粉末であるため叫とのÿ[~和が不均

等になる恐れがるるととと p との市部l白休の味がネズミ i乙感tl1されるととなどの条約三を考慮に

いれると，長酸バリウム製の剤効:!.llは弗化問酸ソーダ製剤i亡くらべて効果がたちるととはやむ
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を伴ないで、あろう。

以上を要約すれば， ]t止も的確なる設以剤の薬fI1ーはネズミの p交喰量にそのぬ;斉Ijの.41:少致死荒

を合ませたものでるる υ

I 形状について

前にも迷ぺたiill り我々には殺虫剤と云えば，すぐが夕、‘ンゴと云う観念がるる。とれは今まで

の砧限ストリキユ{ネをのぞく毒剤が粉状，または;)[~状であったので，キ卸をつくるために受

ける当黙の形態でるった。との通念がI，'i]Jëして今 li に五っているが，とのグンゴなる人工的な

形状が，ネズミの 11存好にイトうものであると云う ~IEI リj と， í~l然の形状そのままのものに優るとよ

う比較実験については遺憾ながらまだ充分には実験されていない。とのため~ít ?í'fふたの実験を

行った。

1 実験方法

縦と債が 150 j;llj[で， rf:J さ 75 栴の鉄製の島J ï'f1・fíに約 30 胞の厚さに土をいれ， _[:lMは金調tj

を ~K んとれにアカネズミの雌 3 顕をいれ，とれをノj、麦，症の実， トウモロコシ， 果と J]'(で、

20 日 IHJ飼育した。ただし，ノj、麦だけはその 20 f1 前より与えていたから 401111\J辿川したとと

になる。その上， 10 1111\]サツマイモのみで ~lIm して， 実験第 1 日より Jくの日lr- ?~W，I 々別々のオ4

1.ijに 10gy. づっぃ~L ， 飼育・1:右の -pIJ~にならべてr'J 111 に咋食させ， 翌朝その í'fif.を Iff: し伏世を

)i民JCに変更させた。との実験は 1952 "1ミ 11 n 7 H より 16 日までに行ったものである。

A トウモロコシのメL1笠のままのもの

?トl 4 

| トウモロコヤ (AJ 10� ，J・， (B) 

/ 

:.2 ~ 4 5. {; 1 8 q !O 匂イ

[/AJl/J 
, 6 7 8 q 10 M;f 
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B 小麦の位のままのもの

C トウモロコシ粉とノj、麦粉とを~~~~止によく 11iぜたもの

D Cのものを O.5gr. のダンゴとして \Î'cJ~~ したもの

2 )J北松

その1必需ltはふくに図示するill!りである。

3J汚察

サツマイモから上iUの 4 仰の併に移すと ， lXD ィ交にはや L 混乱がみられ食下哉はし、すれも少

いが， 40 lì 川辿!iJした小麦はやはり jlむ'IIJ を示し， ついでトウモロコシとなし恥îiH::混ぜた

ものはそのつぎに位し， J1止も ~'}Bいのはグンゴとなっている。しかし，グンゴも fi がたつにつれ

て次泊に一 l二押し， 5~6 r:l !1よりは 11主布のものとなり，それがJ i:続ずる。とれに反して，他の

3 X~は .-)(， U'~にむたよかしてゆくのは多即応1~~いととである。山l ち， と j しらのアカネズミは，初めグン

ゴという形状に対して1Y?戒心をいだいていて，なかなかl伐べようとしないが，前にl食べたとと

のある .\ulll~したiW!乙は，件 J氏心をいだくととなくすのI企いつく ftfì 1(1]がみら，fLる。またトウモロコ

シ粉と小麦粉の混合物 (C) と，ダンゴ (D) とは単にその形状を変えたものに過ぎないので

あるが，符しい主異を示している。とれはダンゴなる人工的ながf しい形状のものに対する ~:';?7吠

心の現われとみてよかろう。ダンゴl乙対するとのごn実はハタネズミの肝外実験i乙於ても』芯めら

れた。 とれは Chitty ( '37) 等がぷう new object reaction (新物件反応)に相当するもの

であろう。とのfぜìf('Jは，警戒心の強いイヱネズミでは，一隆明らかな事実で，他の実験による

と， 55ダンゴを批いた当ィ支はとた休の約 10.%を，) 1 き去り， 4 ~ 5 fi II!乙約 30% まで-':+1.する

ととが認、められている。とのような傾向をもっ干し;併を野却に川いるととは，その生態('下川川

'53b) よりみて側めて不利で、ある。また JÍj;Î!lf を J世< -!lfiに iEの入らなし、 I ， O~の併を撒き， 2 ~ 

3 rlf交に55仰を 11'比くととが-!u立に;j"rr;奨されてゐり，とれを preventing とよんで、いるが，笠 J?

のとの実験に於ても，それが行効な )j法であるととを~IEI リj している。

しかし，との方法も町j礼の場合にはその生!L~ i'1/0な lJ'J i と，経済的な王'1\111 から応川的な価fH'cを改

めて判的fずべきであろう。やはりおf物1' 1:反応の少い食物を仰としたもの1. }jが優れていると汚一

えら，tLる。

とれを裂するに，グンゴという人工的な形状のものは，本E引乙古さてはネズミの好むものであ

るが，初めは強い;おî'!I'l;Jf午反応を示し，とれに馴れるまでに 5 ~ 6 fci を要する。然るに自然の形

状の馴れたものには，との反応が;，d、められす=すぐ I食べ始める。従って p 殺虫剤の形状としては

日然の形状そのままの方が人工的な形状のものより優れているととになる。また彼等が常食と

しているものを，そのままの形状で liJ いるととは， 最も望ましいととである。例えば，野iλに

対して笹の実をそのままの形状でmいたものは， むそらく最高の効果を発却するものとなろ

うし，託行ーの実験でも 'J!Fl試が笹の実をおiめて好むtJf実を認めた。
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1lI応用的な意義

水i容'1"1:で，抗'iU;なr} 1~化問lf限ソーダが現われたことは， n然の形状そのご士まのものに[ÝÎ 咲の毒

つ散を令ませるととをできるようにした。とのために併の実を用いるととは最も望ましいととで

あるが， 殺鼠剤を多主につくるためには安く， そのJづ;;;に入手できるものでなければならな

い。とのためにはトウモロコシ，ノト麦，粟などが旦Il恕(I'Jなものであろう。なかでも p トウモロ

コシ l土師:皮が部 <1波市もよく，撒くときにも郎合がよい。とれの 0.05 gr. に ， j)lj化両日限ソー

ダを O.05mg. の 'iilJで l吸7(fさせたものは少しも新物{刊メ応を示すととなく，実験消 1 夜にてハ

タネズミにより全数を Ij 1 き去られた。 また警戒心の強いイヱネズミ(体重 135 gr., 1ifD に与

えたととろ少しも持戒するととなく，すぐにuCtい始め 0.3 gr.を食下して 111.\;11:1 30 分でtv行

不能となり， 2 時11:1 [CII亡死亡した。イヱネズミに対しては，とのほか予期したl.'U'.のよい成椅

をf尋ている。

とのつくり方は，似;に ~ií'ì限ストリキニーネのときに Schander と Meyer ( '23) によって

JiJ いられた。我が国でも~ド( '28) がとの方法を制介したが，広〈実施されるに五らないう

ちに決酸パリウム lと移ってしまった。ただ，との方法によると合有量に不均:~.(f. を生ー弁ると与え

られるので， ~ít K'はとの店、にfYiJむして改良した方法によっている。

とのつくり方によるぷ併には，オこの手Ij点がある。

1 ネズミが件7t(.らをオミさない。

2 グンゴをつくる手数を要しない。

3 雨雪にあっても]JjJ;tL十 l耐久性がある。

4 っくり方が的j単で安くできる。

な:t;-，との ~I~化両日間企ソーダ、は，猛毒なものであるからとのような危険物を現地で一般人につ

くらせるととは，たとえ法令により責任者の蛇替のもとに行うとしても，な必危険をともなう

であろう。また現地でウ!J:仰をつくるととは野lRの駆除を苛しく築雑なものとし，労 )J を裂する

ものであるからなるべく一定の場所で熟練

日「摘要

，}:zl1(削の」足並の決定については従来のに不備なJえがある。翠 Hはネズミの百の大きさと， 1 

1史的中:とによって決めるべきものであると〆Jおえて実験を行い，アカネズミタハタネズミの 1 1災

，jlít荒及び、定下是を訓\)1) ， 少くとも 1 食ド吠 Illvc最少致死量を合ませるととが最も有効な設以剤

であるとしてその是を定めた。

1立民斉Ijのグンゴなる汗舛犬は，本nw~にはネズミの古Fむものであるが， ;fiJí-!f7JJ件反応によって 5

~6 I1 けにならないとよく喰べない。とれに反して，仁i然の形状のものはとの反応がなく当初
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からよい。とのため位以剤は nX{iの JI予状そのままのものに志向j を合ませたものの方が人工的な

形状のものより効供がよい。

以 1:の 7]\‘実と p 架設試験とのあり民より 1 11交11企の 1，止少fï1c lこ当る口部形状の ífl f- 0.05 gr.に， ~J1)化

l可i\Wt ソーダを O.05mg. の }itJイヤで!反消させたものは 1'1'.)併なる殺111.効 LlLをあげ得るものでb る。
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R品sumé

We have had no 8tandard until today of deciding the proper quantity of 

poison to kill the field mouse. To the writer's thinking, the quantity of poison 
should be decidecl by the calJacity 0-[ the mouse's stomach and the quantity of 
a bi1:e taken by him of the poisoned bait. This was determined from the 

foIlowing methods. First, miry corn was mserted into the stomachs of Aρodemus 
s. sρeciosus or Microtus m. 11wntebelli, and the maximwn stomach capacity 

was measured as 0.3 gr.. Second, the quantity of food taken in one night was 
divided by the munber of Vifits at the food , 1'ecorded by a selfrecording 

apparatus which is operated by a levET , tumed by the animal as it pa宮ses

to feed. By using poisoned bait in this apparatus it was possible to determine 
the qual1'c�y of one bite CTable 1) , al1d potato was used as bait and it was 
measurec1.. From this point of view he believes the most effective mouse-poisoning 

bait must be 江 mass each bite of which contains the mil1imwn mortal quantity 
of poison. 

Hence, as thεquantity of a bite takel1 by Aρodemus s. sρeciosus or Microtus 
m. montebelli is 0.05 gr.--0.08 gr., preSluning thei1' weight to be 30 gr.-SO gr., 

we must use 0.06 mg-O.l m~. of CH"FCOONa. However, as a result of his 

seve1'al experiments , tﾌ1e w1'ite1' has come to the cOl1clusion that 0.05 mg. is 

enough fo1' the death of both species, because the field mice are accustomed 

to take two 01' th1'ee bites at a time. 

Rats, field mice , and voles a1'e by nature ve1'y fond of such types of food 

as dmnpling, but since they have an instinctive reaction to any new objects 
they would not touch any l1ew a1'ticles of food fo1' a few days. It i8 p1'eferable, 
therefore, to choose food mo1'e natu1'al in shape than dumpling, such as Indian 
com 01' wheat which they are accustomed to eat. 

As a conclusion, the writer can safely say that the best mouse-poisoning 

bait is that p1'epared at the 1'atio of 0.05 gr. of thei1' natural food imp1'egnated 

with 0.05 mg. of CH2FCOONa. 




